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構成

（１）基礎情報の確認

（２）ケース会議模擬体験WS

（３）まとめ



3時系列の流れ（平成30年7月豪雨 倉敷市）

出典：内閣府（防災担当）：災害ケースマネジメントに関する取組事例集、2022．

被災高齢
者等把握
事業

被災者見守り相談支援事業

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



4被災高齢者等把握事業

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



5被災者見守り・相談支援事業

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



6災害ケースマネジメント（支援の流れ）

出典：高知県危機管理部南海トラフ地震対策課：【高知県】災害ケースマネジメントの実施体制に係る市町村向け手引き(Ver1)

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要
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防災基本計画に位置付けられた施策

 令和5年度 防災基本計画に「災害ケースマネジメント」の位置付け
 地方公共団体は、平常時から、被災者支援の仕組みを担当する部局を明確化

し、地域の実情に応じ、災害ケースマネジメント（一人ひとりの被災者の状

況を把握した上で、関係者が連携して、被災者に対するきめ細やかな支援を

継続的に実施する取組）などの被災者支援の仕組みの整備等に努めるものと

する。

 令和4年度 内閣府：災害ケースマネジメント実施の手引き

 令和3年度 内閣府：災害ケースマネジメントに関する取組事例集

国の位置付け

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



8令和6年能登半島地震での実施体制

出典：石川県：「地域支え合いセンター」の活動について（https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kousei/tiikifukushi/sasaeaisenta.html）

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要
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複雑かつ複合的な課題の相談が福祉課に集中する

被災者からの相談先

金銭管理難コミュニケーション難

認知症

個人

家族

世帯

8050問題

ひきこもり

生活困窮障害（疑いも含む）

指定避難所 1.5次避難所2次避難所みなし仮設 在宅

複雑・複合化した生活課題

仮設住宅生活場所

相談内容の
イメージ

住まい 生業

投影のみ

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



１．被災者の生活再建において生じる課題

自力での生活再建が難しい被災者

多くの
支援制度

A課
B課
C課
D室

・・・
（各所管課）

制度を知らない

市からの情報が
届かない

自ら申請できない

自力での生活再建が可能な被災者

経済・資産状況

輪島市内で生活再建

輪島市外
へ転居

災害関連
死

申請あり 支援あり

不十分な
支援

被災者が抱える課題は多様

1.5次・2次避難，県外への避難者，在宅避難… 10

申請なし
支援が
届かない

災害ケースマネジメントの今後の進め方について 令和6年4月1日 総括支援チーム

投影のみ



自力での生活再建が
難しい被災者

２．「抜け・漏れ・落ち」の無い被災者支援に必要となる対応

コーディネート機能

Ａさん

Bさん

Cさん

指定避難所・高齢者

1.5次避難・障害者

在宅避難・生活困窮者

…

各種支援制度

その他の支援者

平時の制度
A課
B課

災害時の制度
C課
D室

地域住民
社協

福祉施設
NPO など

①アウトリーチによる
被災者の状況把握
・支援情報提供
・ニーズ把握
・要支援者の洗い出し

③被災者の状況に
応じた支援へ繋

ぐ

11この活動が「災害ケースマネジメント」

②関係者による
ケース会議

投影のみ
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 地域防災計画
 災害ケースマネジメントを記載・担当の決定（2024.３伊勢市防災会議）

 担当
 復興部が実施するにしても、現体制で担当の設定が必要

 体制の整備
 支援制度の所管が多岐に渡るため福祉だけではなく、関係課の参加が必要

 三重県の動向（参考）
 三重県地域防災計画に災害ケースマネジメントに関する記載を検討

 平時における担当は防災対策部防災推進課

伊勢市の現状

役割分担を調整し地域防災計画へ位置付け

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



13生活再建の各種制度を利用するために罹災証明書が必要

出典：内閣府

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要



14被害認定調査完了までの流れ

1次調査

罹災証明書発行

判定に不服

2次調査

申請 判定に不服

罹災証明書発行

再調査

罹災証明書発行

判定に不服

End

End

Y

N

Y

N

Y

N

1次調査→2次調査→再調査

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要
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被害の程度によって支援の内容や金額が異なる

なぜ２次申請が行われるのか

出典：石川県：令和6年能登半島地震災害義援金の配分について

半
壊
よ
り
高

建物
公費解体

応急仮設
住宅入居

被災者
生活再建
支援金

※半壊は要解体

など

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要
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被害区分・再建区分で
支援金額が変動

例：給付 被災者生活再建支援金

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要

 基礎支援金
 大規模半壊以上は、住家の再

建方法に関わらず需給

 加算支援金
 住家の再建方法に合わせて金

額が変動



17例：現物給付 応急仮設住宅

災害ケースマネジメントの事業概要 被災者支援制度の概要
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出典：弁護士永野海，
ひさぽ
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フェーズ２（2回目）

避難所閉所検討~応急仮設住宅供与段階

フェーズ３(2回目)

応急仮設住宅供与段階以降

ケースマネジメントの

考え方を共有する

フェーズ２

避難所閉所検討~ 

応急仮設住宅供与段階

フェーズ３

応急仮設住宅供与段階以降

社会実装に向けた検討を進める

対策の進め方（現時点の計画）

R5 R6 R7

R８ R９

シミュレーション訓練を通じた様式、体制の検証
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構成

（１）基礎情報の確認

（２）ケース会議模擬体験WS

（３）まとめ



21災害ケースマネジメントケース会議とは

出典：内閣府（防災担当）災害ケースマネジメント実施の手引き
出典：高知県：災害ケースマネジメントの実施体制

に係る市町村むけ手引き（Ver.1)
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被災者の情報から支援に繋げる手順をイメージできる

被災者の生活再建に関する課題を軽減するために必要な支援策を知っている

ケース会議模擬体験WSの目的

研修目的２

研修目的３

関係者で顔の見える関係を作る

出典：日弁連災害復興支援委員会副委員長 永野 海氏
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楽しく班で意見交換できるように配慮ください

今日のWSのルール

 積極的に話しましょう

 相手の話しに耳を傾けましょう

 みんなの時間を大切に

 自由に意見を言える雰囲気を
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ワークショップの時間確保のため予め伊勢市職員の方々に
割振りをさせていただきました。

司会、書記について
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班の顔と名前を覚えましょう

自己紹介

★自分の所属

★名前

＋１★旅行してみたい場所は？

（楽しかった旅行先は？）

私は伊勢市役所危機管理課の藤原です。

楽しかった旅行先はエジプトです。

ではテーブルごとで始めてください

？



26WSの準備完了

皆さんの名前、行ってみたい旅行先も
覚える事ができましたか？

それでは、開始しましょう。

トルコ
カッパドキア

インドネシア
レンボガン島
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R6はフェーズ２を対象とする

検討対象（フェーズ）

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３住まい・生業の確保ではなく
応急対策の色合いが強い。
この時期に災害ケースマネジ
メントの実施体制を構築

出典：内閣府（防災担当）災害ケースマネジメント実施の手引き



28参考：高知県の取り扱い

出典：高知県：災害ケース
マネジメントの実施体制
に係る市町村むけ手引き

（Ver.1)



29「避難所閉所検討～応急仮設住宅供与」段階で被災者に確認すべき内容の検討

被災者を想像し、どのような支援へつなげることが
必要か具体的にイメージしましょう。

病気生業

住家被害



30

災害対応の段階をイメージします。

災害の想定

フェーズ１

発災直後～避難所運営段階

フェーズ２

避難所閉所検討~ 

応急仮設住宅供与段階

フェーズ３

応急仮設住宅供与段階以降
災害発生

９月９日14:46

地震発生
大津波警報発表

今は、地震発生から３ヶ月後の１２月９日（月）１５：００です



31【想定】南海トラフ沿いで地震が発生

令和X年９月９日（月） 14：46
震源地：三重県沖
震源の深さは約30ｋｍ
地震の規模（マグニチュード）：８．９
伊勢市最大震度 ６強
県内最大震度 ７（鳥羽市）
伊勢市では地震、津波により甚大な被害が発生



32【想定】建物被害 ３ヶ月前（発災直後の様子）

津波の被害が発生しており、浸水区域外では家屋が倒壊した

出典：東北地方整備局 震災伝承館
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浸水は解消され道路啓開が進んでいる。罹災証明書を発行するため
の被害認定調査（１次）が80％完了

【想定】建物被害 現在（発災から３ヵ月後の様子）

出典：東北地方整備局 震災伝承館
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数週間後から応急仮設住宅が順次完成する見込み

【想定】仮設住宅 現在（発災から３ヵ月後の様子）

出典：東北地方整備局 震災伝承館
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避難所の生活はボランティア等の参入もあり安定して
きている。段ボールベッドは人数分配備されている。

【想定】避難所の様子（発災から３ヵ月後の様子）

出典：伊勢市職員撮影 令和６年能登半島地震
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津波浸水区域外の上水道管１次側（本管）は90％復旧。上水道２
次側（メーターから蛇口）は、配管破損の修理待ち多数

【想定】水道管の復旧作業（発災から３ヵ月後の様子）

出典：国土交通省 能登半島地震の対応について 出典：伊勢市職員撮影 令和６年能登半島地震
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浸水区域外の被害の少なかった学校、保育所に集約
され再開されている。

【想定】学校、保育所（発災から３ヵ月後の様子）

出典：東北地方整備局 震災伝承館
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発災２ヶ月後から被災者の情報調査を開始している

【想定】被災者の情報調査（発災から３ヵ月後の様子）

フェーズ１

発災直後～避難所運営段階

フェーズ２

避難所閉所検討~ 

応急仮設住宅供与段階

フェーズ３

応急仮設住宅供与段階以降
災害発生

９月９日14:46

地震発生
大津波警報発表

被災高齢者等把握事業

被災者見守り・相談支援事業
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各チームで別々の「被災者情報調査結果」について繋ぐ必要が
ある支援策を考えます

「被災者情報調査結果」

1

８

9

2

７

10

3

６

4

５

スクリーン スクリーン

調査結果１

調査結果３

調査結果５

調査結果２

調査結果４

11 12
調査結果６
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ワークショップでは２回にわけて情報をお渡ししますので、困りごと
と繋ぐ必要がある支援策を検討してもらいます

「被災者情報調査結果」

調査票に記載のない内容についてはすべて不明

家族、住まい、生業の被害状況 生活再建に向けた悩み その他の悩みごと



41「被災者情報調査結果」６事例

「被災者の情報調査結果１」
家族構成：本人(40代女性)、夫(50代)

子（小学生２人）
住家 ：持ち家が被災
仕事 ：パート、夫（非正規社員）

「被災者の情報調査結果２」
家族構成：本人(70代女性)、娘(40代)

住家 ：借家が被災
仕事 ：本人（無職）、娘（非正規社員）

「被災者の情報調査結果３」
家族構成：本人(60代男性)、妻(50代)

息子（20代）
住家 ：持ち家が被災
仕事 ：本人（求職中）、妻（パート）

「被災者の情報調査結果４」
家族構成：本人(80代女性)

住家 ：市外の空家（親族宅）
仕事 ：無職

「被災者の情報調査結果５」
家族構成：本人(40代男性)

住家 ：持ち家が被災
仕事 ：無職

「被災者の情報調査結果６」
家族構成：本人(30代女性)、父(60代)、母(60代)

住家 ：持家が被災
仕事 ：無職
その他 ：両親が地震により逝去
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STEP１

「被災者情報調査結果」から被災者が
どのようなことに困っているのか考えます
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「被災者情報調査結果」から読み取れる情報で被災者がどのようなことに
困る可能性があるか想像し、お手元の黄色の付箋に書き出してください。

※個人の作業になります。

STEP１「被災者情報調査結果」から被災者がどのようなことに困っているのか考えます

家が壊れ自宅の
修理が必要

（例）

失業し、日常の
生活費がない
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司会の進行のもと書き出した黄色の付箋を各自発表してください。
チームで話し合い、ホワイトボードでグループ分けをしてください。
※書記はホワイトボードに記載をお願いします。
※次の作業で使用するため左上でまとめてください。

１班 事例①
（例）

住まい 生活のお金

STEP１「被災者情報調査結果」から被災者がどのようなことに困っているのか考えます
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STEP２

困りごとを軽減するためには、どのような支援を
受ける必要があるか考えます。
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参考にしてもらう支援メニューについて

STEP２ 困りごとを軽減するためには、どのような支援を受ける必要があるか考えます。

【被災者に対する各種支援策】
皆様にイメージしていただきやすいように
令和６年能登半島地震にて実際に運用された
支援策メニューを使用します。

出典：総務省石川県行政評価事務所「きくみみ石川」
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「被災者に対する各種支援策」を参照いただき、チームで話し合い、
繋げられる支援の番号と困りごとを紐づけしホワイトボードに記載
してください。
※支援策の詳細は別紙をご参照ください

STEP２ 困りごとを軽減するためには、どのような支援を受ける必要があるか考えます。

１班 事例①
（例）

住まい 生活のお金

困りごと

②、④ ⑫

総務省
石川県行政評価事務所
「きくみみ石川」参照

令和６年能登半島地震
にて実際に運用された
窓口案内の資料

繋げられる
支援策の番号
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STEP３

「被災者情報調査結果」の追加情報でどのようなことに
困っている可能性があるか考えます
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STEP３ 「被災者情報調査結果」の追加情報でどのようなことに困っている可能性があるか考えます

「被災者情報調査結果」の追加情報から読み取れる情報で皆さんが考える
被災者への困りごとをお手元のピンクの付箋に書き出してください。

※個人の作業になります。

地震で精神障害を負った
かもしれない

親族や住民間でトラブ
ルがあるかもしれない

（例）



50

司会の進行のもとピンクの付箋の内容を各自発表してください。
チームで話し合い、ホワイトボードでグループ分けをしてください。
※書記はホワイトボードに記載をお願いします

１班 事例①
（例）

障がい

家族トラブル

STEP３ 「被災者情報調査結果」の追加情報でどのようなことに困っている可能性があるか考えます

住まい 生活のお金

医療

②、④ ⑫
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STEP４

困りごとを軽減するためには、どのような支援を
受ける必要があるか考えます。
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「被災者に対する各種支援策」を参照いただき、チームで話し合い、繋げ
られる支援の番号と困りごとを紐づけしホワイトボードに記載してくださ
い。
※支援策の詳細は別紙をご参照ください

１班 事例①
（例）

障がい

家族トラブル

STEP４ 困りごとを軽減するためには、どのような支援を受ける必要があるか考えます。

住まい 生活のお金

医療

②、④ ⑫

㊳ ㉜

㉛

繋げられる
支援策の番号
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STEP５

被災者が優先して受けるべき支援策を検討します。



54災害ケースマネジメント（支援の流れ）

出典：高知県危機管理部南海トラフ地震対策課：【高知県】災害ケースマネジメントの実施体制に係る市町村向け手引き(Ver1)
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被災者が優先して受けるべき支援策（ホワイトボードに記載した支援番号
と困りごとの中から）をチームで話し合い３つ検討します。書記は、別紙
「優先度検討シート」に記載してください。

STEP５ 被災者が優先して受けるべき支援策を検討します。

（例）

１班 事例①
障がい

家族トラブル

住まい 生活のお金

医療

②、④ ⑫

㊳ ㉜

㉛

家が壊れ自宅の
修理が必要

住宅確保への支援 生活環境を改善し
再建に向けて進んで
もらうため
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STEP６

同様の「被災者情報調査結果」を考えたチームと
意見を共有します
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繋げられる支援策の検討結果を同様の「被災者情報調査結果」を
検討したチームに以下の内容を共有していただきます。

 「被災者情報調査結果」から読み取れる困りごとと繋げられる支援

策の概要について

 「優先度検討シート」をもとに被災者が優先して受けるべき支援策

と選んだ理由について

STEP６ 同様の「被災者情報調査結果」を考えたチームと意見を共有します
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発表する班のホワイトボード前に集まり検討結果を共有していただきます。
前半（奇数班⇒偶数班） 後半（偶数班⇒奇数班）

STEP６ 同様の「被災者情報調査結果」を考えたチームと意見を共有します

１班 事例①

（例）

障がい

家族トラブル

住まい 生活のお金

医療

②、④ ⑫

㊳ ㉜

㉛

１班は、被災者の情報調査結果
から〇〇だと読み取ったため
△△に繋げられると考えます。
優先して解決するべき困りごと
は、□□です。
●●のため■■をしなければなら
ないと考えたからです



59「被災者の情報調査結果」のモデル

「被災者の情報調査結果」は倉敷市社会福祉協議会の
被災者見守り・相談支援事業報告書の事例をモデルに作成

出典：倉敷社会福祉協議会
平成30年７月豪雨災害（倉敷市真備地区）における
被災者見守り・相談支援事業報告書 2024



60被災者の心理・行動の視点から見た全体像

再
建
・

復
興
期

復
旧
期

応
急
期

初
動
期

準備期 （防災・減災活動）

発災

・体制確立

・情報収集

・人命救助

・医療支援

・物資支援

・避難所支援

・被災者支援

・インフラ復旧

・ライフライン復旧

・仮設住宅

・まちづくり

・コミュニティづくり

10 102 103 104
（時間）

失
見
当

被災地
社会の
成立

災害
ﾕｰﾄﾋﾟｱ
(ﾌﾞﾙｰｼｰﾄの

世界)

現実への
帰還

創造的復興

被災者心理・行動

から見た災害過程

（3～4日） （1～2ヵ月） （1年）
105

（10年）

行政側から見た

災害過程

出典：木村玲欧『災害・防災の心理学』（2015年1月17日）より引用し、三重県庁岸江氏作成資料に加筆

時間経過に合わせて、フェーズ（段階）が変化する



61被災者の心理状況・行動

出典：木村玲欧『災害・防災の心理学』（2015年1月17日）より引用し、三重県庁岸江氏作成資料に加筆

失見当

被災地社会の
成立

災害
ﾕｰﾄﾋﾟｱ
(ﾌﾞﾙｰｼｰﾄの

世界)

現実への
帰還

創造的復興

災害の衝撃から、強いストレスを受け、
「一体何が起こっているのか」について
の客観的な把握が困難になる。

・頭が真っ白になった
・情報を取ることができなかった
・不安な気持ち→慌てる状態→判断力の低下

災害発生を理性的に受け止め「被災地社
会」という新しい秩序に則った現実が始
まったことに適応する。

・自分を救助してくれたのは身近な人
・高齢者が高齢者を助けなければならない
・家族の安否がわからず不安でいっぱい

社会機能のマヒにより、一種の平等主義
が生まれ「通常とは異なる社会的価値
観」に基づく世界が成立する。

・冷たく固い床の避難所での生活がつらい
・家の片づけが進められない
・水や電気が無いので自宅で生活できない

社会フローシステムの復旧により、被災
地社会が終息に向かい、人々が生活の再
建に向け動き出す。

・どうやって再建資金を工面したらいいか
・仕事を失ってしまい生活できない
・元の場所で再建するか引越しするか。

社会システムが再構築され「もう被災者
／被災地ではない」と感じ、新たな社会
への持続的発展を目指す。

・地域の方と離れ離れになり寂しい
・復興住宅で孤独死が発生
・地域が被災前よりも寂しくなった

被災者の心理状況・行動 具体的な困りごと

命

必要な対応

住まい

住まい

生業

10時間

3～4日

1～2ヵ月

1年

10年
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構成

（１）基礎情報の確認

（２）ケース会議模擬体験WS

（３）まとめ



63検討会の目的

３つの知識を深めることを目的とする

 研修目的①：災害ケースマネジメントを実施すべき背景を理解できる
 →菅野先生・江崎先生からの講義を通じて背景と現場の実際を学んだ

 研修目的②：被災者の情報から支援に繋げる手順をイメージできる

 研修目的③：被災者の生活再建に関する課題を軽減するために必要な

支援策を知っている
 →ワークショップを通じて、被災者をイメージし、必要となる支援施策を検討の優先順位を検

討した
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災害ケースマネジメント実施体制を整理

今後の進め方（令和６年度）

第１回検討会（12/9）

第２回検討会（1/10）※伊勢市職員のみ

伊勢市地域防災計画へ追記（令和７年３月）

・三重県の動向をもとに市役所内部の役割分担を整理

伊勢市での検討結果の情報共有（令和７年３月末までに）

・地域防災計画への主となる伊勢市の担当者を記載

・今年度の成果の共有
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フェーズ２（2回目）

避難所閉所検討~応急仮設住宅供与段階

フェーズ３(2回目)

応急仮設住宅供与段階以降

ケースマネジメントの

考え方を共有する

フェーズ２

避難所閉所検討~ 

応急仮設住宅供与段階

フェーズ３

応急仮設住宅供与段階以降

社会実装に向けた検討を継続して行う

対策の進め方（現時点の計画）

R5 R6 R7

R８ R９

シミュレーション訓練を通じた様式、体制の検証


